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研究成果の概要（和文）： 

 整理・保存作業については、2010 年 3 月に完成した仮目録の確認・整理作業及び保存作業、
貴重史料の複製、写真撮影作業を継続して行った。また、未着手であった書簡・ハガキ類の整
理作業を実施し、史料目録を刊行した。 
 次に、博愛社創設期における特に貴重な史料である小橋勝之助日記の解読、翻刻作業を継続
して行い、翻刻作業の成果を出版した。 
 これらの史料を用いて、博愛社を中心とした大阪地域の慈善事業や社会事業の実体解明に関
する研究を行い、その成果を論文集として刊行した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：  

Classification and preservation work consisted of carrying out the identification, 
classification, and preservation work based on the provisional bibliography completed 
in March 2010, copying important documents, and photographing. Furthermore, 
classification work on the untouched letters and postcards was conducted, and as a 
result, "Bibliography of Historical Documents of Hakuaisha (Letters and Postcards 1)" 
was published . 
  Next, Katsunosuke Kobashi's diary, a valuable piece from the early foundation period 
of Hakuaisha was decoded and reproduced, and the resulting reproduction work, "Kobashi 
Katsunosuke's Diary: The Pilgrim's Progress" was published.  
  Finally, based on these documents, research meetings were held to investigate and 
clarify the charities and social work in the Osaka area, which was centered around 
Hakuaisha. The findings were published as "History Research of Osaka's Hakuaisha", 
which includes five studies and research notes, and one foreword introducing the 
historical documents.  
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１．研究開始当初の背景 
 

 この研究は大阪にある児童養護施設博愛
社について歴史的かつ多角的に研究を行う
ものである。 
 博愛社は 1890（明治 23）年、兵庫県赤穂
の地に小橋勝之助によって創設されたもの
で、後に大阪に移転され、今日まで約 120 年
の歴史を持つ伝統ある施設である。また、こ
の施設には創立以来、おおよそ一万点に及ぶ
重要な史料が大切に保存されてきた。しかし、
その史料はこれまでほとんど日の目を見る
に至らなかった。 
 2007～2009 年にかけて、科学研究費補助金
を得て、史料の仮目録を作成し、特に貴重な
史料は複製の作成や写真撮影を行ってデジ
タル化した。 
 しかし、さらに多くの史料が未整理のまま
残されており、貴重な史料の散逸を防ぎ、研
究に使用しやすい状態にするため複製やデ
ジタル化する必要がある史料も大量に確認
された。また、これらの史料を用いた博愛社
を中心とした大阪地域における慈善事業や
社会事業の実体解明が重要な研究課題とし
てあった。 
 

 

２．研究の目的 
 

 本研究は博愛社に残された貴重な史料を
整理し、その目録を作成し、そして永く保存
する作業を継続し、さらにそれを利用して大
阪の地で長く続いた博愛社の歴史を研究し
ていくものである。まさに博愛社の歴史は、
日本の社会福祉の歴史ともいえる重要な施
設であることは疑いなく、そしてその研究は
今日の混迷する児童の諸問題を解くヒント
を得るためにも貴重な研究である。また博愛
社にかかわる関係事業や人物を研究するこ
とは社会福祉の歴史のみならず、近代史への
貢献となるものである。 
 

 

３．研究の方法 
 

（１）史料整理・保存作業の継続 
 史料保存と史料目録の追補作業を行った。
『博愛社所蔵史料仮目録』（博愛社史研究会、
2010）を基本に、史料の確認作業と未整理の
作業の整理・追加作業を行った。 
 

（２）貴重な一次史料の撮影作業 
 小橋勝之助の日誌等に代表される明治 10
年代から昭和時代にかけての貴重な一次史
料等については写真撮影を行い、デジタルデ
ータ化が終了していた。 
 今回は、博愛社設立初期から大正期にかけ
ての貴重な一次史料について、優先順位を決
めて撮影作業を行った。 
 
（３）機関誌等の複製作業 
 博愛社の機関誌『博愛雑誌』や『博愛月報』、
『博愛社月報』、『博愛の園』、そして小橋勝
之助や初期の史料の複製を作成し、史料保護
や研究の為に利用しやすい状態にした。 
 
（４）史料の解読作業 
 創立者小橋勝之助の創立前後の貴重な日
記については、その解読と翻刻作業を継続し
て行った。 
 
（５）書簡、ハガキ類の整理作業 
 未整理のまま保存されていた書簡、ハガキ
類の史料について、所蔵の確認、整理・目録
の作成を行った 
 
（６）現場の職員との連携 
 当施設職員にも時間の許す限り参加を得
た。また、以上の作業や打ち合わせについて
は、整理、補算作業については主に博愛社の
会議室を利用させてもらうなどの協力を得
て行った。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）史料の整理・保存作業 
 整理・保存作業については、2010 年 3 月に
完成した仮目録の確認・整理作業及び保存作
業、貴重史料の複製、写真撮影作業を継続し
て行った。 
 また、未着手であった書簡・ハガキ類の整
理作業を実施し、『博愛社所蔵史料目録（書
簡・ハガキ類（１））』を刊行した。 
 これにより、貴重な史料の保存が保たれ、
また新たに発見された史料の整理・分類が進
んだ。 
 
（２）一次史料の翻刻作業 
 博愛社創設期における特に貴重な史料で
ある小橋勝之助日記の解読、翻刻作業を継続
して行い、翻刻作業の成果を『小橋勝之助日



記 天路歴程』（博愛社､2011）として出版し
た。 
 これにより、博愛社の創設者である小橋勝
之助の日記が活字となり、創設期の実体解明
のための特に重要な史料として研究に使用
できる状態となった。 
 
（３）博愛社と大阪地域における慈善事業・
社会事業の実体解明 
 整理した史料を用いて、博愛社を中心とし
た大阪地域の慈善事業や社会事業の実体解
明に関する研究を行った。その成果を『大阪
「博愛社」の歴史的研究』（108 頁）として刊
行した。 
 これには論文・研究ノートは 5編と史料紹
介 1編を収載した。それぞれの論題は以下の
通りである。 
 
（論文・研究ノート） 
・今井小の実「博愛社と『鳴尾記念母の家』
の創立」 
・片岡優子「私立愛隣夜学校の創立と博愛社」 
・蜂谷俊隆「大阪（市・府）における小児保
健所の設置と『博愛社小児保健所』について」 
・大野定利「博愛社の恩人 阿波松之助をめ
ぐって」 
・倉持史朗「博愛社における学校教育の史的
研究」 
 
（史料紹介） 
・水上妙子「小橋実之助 アメリカ視察（書
簡 絵ハガキ綴）」 
 
 今井、片岡、蜂谷の論文は、それぞれ博愛
社内の重要な施設、もしくは関係ある施設機
関と称せる「母の家」、「愛隣夜学校」、「小児
保健所」について言及したもので、いずれも
これまでその詳細が解明されてこなかった
ものである。これについて原資料に当りなが
ら論究している。これらは博愛社史という個
別課題はもちろんのこと、社会福祉や教育の
歴史においてきわめて重要なケース研究で
もある。 
 また、大野の論文は、創設期の博愛社の極
めて重要な協力者である阿波松次郎という
人物へのアプローチ、倉持の論文は博愛社小
学校という施設内の小学校への研究として
今後の深化が待たれるものである。 
 さらに、水上の史料紹介「小橋実之助 ア
メリカ視察（書簡 絵ハガキ綴）」は、小橋の
アメリカ視察の書簡の翻刻である。小橋の個
人史のみならず、博愛社史や児童福祉史にお
いても貴重な翻刻である。 
 これらによって、これまで明らかでなかっ
た博愛社の活動の一端が明らかになってき
た。 
 また、室田保夫は『近代日本の光と影－慈

善、博愛、社会事業をよむ』（関西学院大学
出版会、2012 年 3 月）を出版し、そこに本研
究の成果である「博愛社の機関誌『博愛月報』
－近代日本の社会事業雑誌」を収載した。 
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